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聖餐の意味（コリント11:23-24）
　
　私たちクリスチャンでも現実を生きていく中でいろいろな厳しい現実にぶつかることがあります。それにつまずいて倒れてため息をする人、あるいは、それを乗り越えてそこにある神様の隠れている祝福を見つけるとても重要な時として過ごす人もいます。何がその違いなのでしょうか。いろいろなことを取り上げるのですが、クリスチャンにとってその違いというものは、実はクリスチャンにとしての自分を見失うのか、見失わずにしっかりと自分を守っているのかが違いです。今まで教わってきたとおり、これが理由でこれが違いだということから遠ざかって、クリスチャンにとってそのポイントはひとつしかありません。どんな厳しい現実、状況であろうが、環境がどのように変わろうともそこにいるクリスチャンにとしての自分を見失うかそうでないかにすべてがかかっているし、それがスタートであり結論でもあります。そこに集中し、また、いつも目に留めていただきたいなと願います。そのためにイエス様がクリスチャンの私たちに残された一つの儀式が聖餐式です。イエス様は、旧約の救いの預言のすべてを成し遂げられ成就されました。それから、よみがえられました。新しい祝福の時代を開かれました。そのようにして今までにあった形式、儀式、形などはすべて消されて、イエス・キリストの中にあってすべてが完成したので無くなりました。それで一つだけ残されたのです。ですから、非常に大切な意味がそこにはあるでしょう。それが聖餐式です。聖餐式は、クリスチャンの私たちが世の中を生きていく中でどんなことがあってもそれに負けずに、だまされずに、振り回されずに勝利できるための鍵であり、すべてがそこに隠されています。そのような理解をもってこの聖餐式に預かるようにしていただきたいと思うし、日々、この聖餐の祝福を味わって楽しんでいただきたいと願います。

その聖餐式は、杯を飲みパンを分け与えて飲み食いする内容でしょう。その一番のメインポイントは一体、何でしょうか。言うまでもなく十字架にかけられて血を流されましたそのイエス様の血、体が引き裂かれましたイエス様の体のことを意味します。しかし、それはイエス様の血潮を体にとどまらずに、それによる効果まで全部含まれています。しかし、今日の聖書に記されているコリントの教会で、聖餐式の重要性と意味が分かっていないまま飲み食いすることにこだわっていた傾向がありました。それをパウロが指摘している場面です。また、カトリック教会では、この聖餐式の意味をまったく別の意味に曲げてしまって、教会の政治の道具として利用するようになりました。「何か間違いがあれば聖餐式に参加させません」と戒めとしての道具として利用していました。あるいは、聖餐式を通してイエス様の十字架での苦しみだけを強調して、復活のその後の勝利の内容も全部隠していて、受難のイエス・キリストだけを強調する傾向になってしまいました。サタンはこの聖餐式の意味をまげて、とにかくクリスチャンの私たちがこの聖餐式の意味をしっかりと理解し、これを味わえば必ず勝利できると分かっていたので、イエス様も目に見える儀式はこれしか残していません。ですから、そのように攻撃するのです。私たちは改めてこの聖餐式の聖餐の意味を正しく理解して、その祝福の主人公として、ぜひどんな現実の前でも勝利できるすてきなすばらしい勝利者として人生を歩いていただきたいと願います。
まず、この聖餐式の意味は、どういう意味があるかと言いますと、聖餐を覚えるたびにイエス様の十字架と復活を自分の人生の基礎にするという意味があります。今までは、自分も知らずに教わってきたいろいろな理論、自分の経験、あるいは自分の野望や欲望、願いなどが、人生の基礎になっていたかもしれません。また、家庭内にあった様々なルールや社会が作りだしたいろいろな決まり事、戒め、伝統などもあったかもしれません。知らず知らずそういったものが私たちの人生の基礎になっていたと思います。自分で意識していなくても実はそうなっているのです。でも、私たちは神様の恵みによってクリスチャンになりました。聖餐の第一の意味は、これからはそういった基礎を全部消して、全部否定して、「自分の人生の基礎はイエス様の十字架と復活そのものです」ということをいつも告白することです。そして、この聖餐を喜んで味わうということは、実際に自分の内側でその基礎を取り替える作業を行っていくということでもあります。イエス様の十字架と復活を基礎にするということは、どういう意味なのでしょうか。イエス様が十字架にかけられて三日目に死者の中から、お墓の中からよみがえられて復活なさいました。それはイエス様がキリストである一番の証拠です。だから、イエス様の十字架と復活を自分の人生の基礎にするということは、イエス様がキリストですという深刻告白の上にいつも自分自身を立たせるということです。人は神のかたちに造られ祝福されていたものなのですが、悪魔にだまされて神様に罪を犯してしまいました。取り返しのつかない解決不可能なのろいの運命に陥ることになってしまったのです。善良な人なのか悪ふざけの人なのか金があるかどうかなど一切関係なく、自分の力では絶対に抜け出すことができない不幸の運命に捕らわれて人生を生きることになりました。そこに希望の光はひとつしかありません。神様ご自身が救いを約束されました。それが創世記3：15に記されていて、女の子孫が蛇の頭を踏み砕く、キリストを送る。キリストだけに人生の希望があり、救いがあり、天国がそこにある。まことの幸せはキリストのみにある。なぜでしょうか。悪魔のしわざを打ち壊すことができるのは、キリストしかいらっしゃいません。大きな建物を建て、宇宙に行けるロケットを作る技術はあるかもししれませんが、罪の問題を解決して人生を根本から幸せにすることができるのはキリストしかいらっしゃいません。その核爆弾が、悪魔のしわざに対しては無能なのです。だから、神様はそういうことを約束されずにキリストを約束されました。悪魔のしわざを打ち壊すまことの王様であり、罪を完璧に清められるまことの祭司であり、神様と出会いいのちの主であるまことの預言者としてキリストを約束されたのです。それが聖書の約束です。人間の希望は、人類の希望は、あなたの家庭の希望は、キリストしかいらっしゃいません。そのキリストが来られると聖書に預言されていたのですが、そのキリストが来られてだれもがあちこちから「私がキリストだ」と言うとこんがらがってしまうので、キリストであるという証し、証拠が何なのかを聖書がずっと語っていました。その証拠の中の証拠が、キリストが来られると私たちの身代わりとして十字架でご自分のいのちを犠牲にする。それから、本当にキリストだという証拠として、死んだ後、三日目に死者の中から死の力を打ち破って復活する。そういう方がいらっしゃれば、その方こそがキリストである。イエス様の十字架と復活を人生の基礎にするというのは、イエス様が、聖書が示した通りに十字架にかけられて、聖書が示した通りに三日目によみがえられたわけです。Ⅰコリント15：3-4に、そのことが書いてあります。イエス様ご自身もおっしゃいました。サマリヤの女の人とお話をされたときに、サマリヤの女の人がいろいろなお話をして、最後にキリストが来られるとこのすべてが明らかにされると、私はそのように知っていますと言ったときにイエス様が、「あなたと今お話をしている私がその方キリストです」とイエス様ご自身が自分のことをキリストだと自らおっしゃって、そのしるし、証しをたくさん見せられました。そして、その決定的な証拠として、十字架にかけられて三日目によみがえられたわけです。ですから、聖餐というのは、イエス様の十字架と復活をいつも覚えることなのですが、それは第一にだからイエス様は唯一の救い主、唯一の希望であるキリストなのだという信仰告白が人生の基礎です。イエス様がキリストとして来られて、そして、十字架で血を流されて体が引き裂かれて三日目によみがえられたというのは、約束された救いの働きを救いのみわざを完璧に完成なさったという意味です。それが聖餐の意味です。ヘブル10：10には、「イエス・キリストのからだが、ただ一度だけささげられたことにより、私たちは聖なるものとされている」と言われています。イエス様の十字架と復活、それによって救いは完璧に成し遂げられました。
どのような救いなのでしょうか。Ⅰヨハネ3：8、今までの私たちを捕えて神様に会えないように、世の流れに流されるように、地獄に向かうように私たちを操っていた。しかし、自分の力では絶対に知ることも出ることもできない悪魔のしわざを打ち壊すことができたのです。Ⅰヨハネ3：8、「神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」。これを完成なさいました。私たちをその悪魔の手から完全に解放させるようになります。ヘブル10：20を見ると、このキリストの体が、まるで神殿のカーテンのようなものになり、ご自分の肉体がそのカーテンとなり、それが引き裂かれることによって、神に進むことができる新しい生きる道ができたと宣言されています。神様から離れてすべての問題が生じるようになりました。なぜ人間は生きるために必死なのでしょうか。神様から離れてしまった裏返しなのです。なぜ皆倒れてため息をしているのでしょうか。神様から離れてしまった裏返しなのです。どちらででもそのお証しなのです。神様に会わない限り、人間に幸せはありません。問題の解決も実はありません。病気があったけれど治ったから問題の解決ではないでしょう。家庭がぐじゃぐじゃだったのが、家庭団らんになって平和を取り戻したからと言って問題の解決ではありません。神様から離れた以上、地獄の運命の力に捕らわれて生きるのです。その神様と出会う道が完璧に開かれて新しい生きる道となられました。わたしは道であり、真理でありとおっしゃいました。救いの働きを完璧に成し遂げられました。それでイエス様は十字架の上で宣言されました。すべてを完了したと。これが聖餐の意味です。イエス様の十字架と復活は、救いのすべての働きを完成なさった、もう完了したということです。ですから、聖餐の意味、イエス様の十字架と復活を人生の基礎にするというのは、人間の自分の生きる道、いのちの道、幸せの道、天国への道というのは、今まであった法則には当てはまらない、そのすべてを排除してただ一つ、信仰だけです。信仰によって成り立つのです。宇宙にはない法則です。これが聖餐の意味です。信仰によって救われるのです。信仰によって新しい人生に作りかえられるのです。その他の条件はすべて排除されます。それが聖餐の意味です。それを人生の基礎にします。イエス様の十字架と復活を人生の基礎にするのであれば、悪い過去なのか、能力があるかないか、ブスなのか美人なのか、今現実の状況が厳しいのかやりやすいのか一切関係なく、信仰によって生きるのです。問題の解決は、頑張ることとか取り除くことではなくて信仰です。イエス・キリストによってすべての問題が十字架と復活によってすでに解決されたことを信じる信仰によって問題を解決するのです。幸せになるのは、イエスの十字架と復活を信じることが幸せなのです。パウロは言いました。ローマ1：17、義人は信仰によって生きる。エペソ2：8、恵みのゆえに信仰によってあなたがたは救われた。ヘブル11：6、信仰なくしては神様を喜ばせることはできない。神様は私たちに他の何かを要求していらっしゃる方ではありません。私たちクリスチャンが勝手に勘違いしているだけであって、本当に聖餐の意味が理解できていれば、イエス様の十字架と復活がきそであれば信仰だけです。これが福音というものです。喜びの知らせ。もし他の何かであれば絶対に不可能なのですが、義人は信仰によって生きます。イエス様の十字架と復活を人生の基礎にするものは、他の何ものにも捕らわれず引っかからずつまずかないで信仰によって生きます。信仰によってこれを基礎にするというのが聖餐の意味であり、そうならば聖餐の意味は、イエス様の十字架と復活を基礎にするわけなので、その上に立ってこのイエス様の完全な救いがすでに自分自身に届いて臨まれましたと告白することなのです。だから、聖餐は杯とパンを置いて眺めるのではなく飲み食いするのです。これがイエス様の十字架で血を流された、体が引き裂かれた、よみがえられたことが客観的な事実ではなくて私のものだ、これが聖餐です。私に届きました。だから、飲み食いして自分の内側に追い込むのです。これが聖餐の意味です。この完璧なすばらしい祝福がまことの幸せがまことの天国がいのちの祝福がすでに永遠に私のものであり、もう私に届いて私のものになっています。いつからでしょうか。実はエペソ1：4に書いてあるように、世界の基が置かれる前から私たちはこのような救いに預かるために選ばれていたものであり、時にかなって様々なプロセスを用いて私たちにこのキリスト、イエスの福音を聞かせて、それを聞くようにされます。それを聞いてその時刻表になったときに、それにうなずいて心からアーメンという信仰が生まれて、イエス様をキリスト、イエス様を救い主、十字架で血を流されて体を引き裂かれたのが私のためだという信仰をもってイエス様を信じて心に受け入れることになります。その時からこのすばらしい二千年前に起きました十字架の上での、復活の上での救いの完璧な祝福が私のものになります。すでに予定されていたことですが、私のものになります。どのように私のものになるのでしょうか。私たちは目に見えるものばかりにこだわることにあまりにも長年慣れているのですが、実は霊的な事実が優先であり明確なことです。罪のよってそれが鈍くなっているだけです。どのよう二でしょうか。その十字架にかけられて血を流されて体を引き裂かれてイエス様はよみがえられて今も生きていらっしゃる方です。ですから、信じて受け入れたその時に、復活のイエス様がすべてを完成なさって、万軍の主であるイエス様が聖霊を通して信じて受け入れる私の内側に入ってこの救いが私の藻になります。これが秘密です。宗教ではありません。いのちです。何かをどうするから結果がこうなるとか、そのような理論ではありません。まったく滅びるしかない罪人なのに、何もやったことがないのに、今現在も悪ふざけばかりです。神様の恵みのよってイエス・キリストが福音をもって私たちに近づいて来られて福音を聞かせます。正確に申し上げると、心の内側を動かして信じる信仰を与えられます。信じない人が見るときには、まったく理解できません。愚かな人のように見えます。そのようにしてイエス・キリストを受け入れたときに、目に見えないけれど聖霊を通してよみがえられた復活のイエス様が、もうすでにすべてを完了されたイエス様が信じる皆さんの内側に入って来られます。皆さんの手を取って炎の柱、雲の柱とともにイスラエルの民を導いていたやり方ではなくて、内側に入っていつまでも離れることなくともにおられることによってこの完璧な完了された救いの祝福が全部私のものになります。そういうことを告白することです。だから、飲み食いするのです。これが聖餐の意味です。つまり、聖餐の意味は、イエス様の救いは私の救いだ。イエス様の十字架は私のための十字架なのだ。イエス様が復活なさったのは私のための復活なのだ。キリストは私のキリストなのだ。イザヤ53：5には、彼の打ち傷によって私たちはいやされた。彼が懲らしめられることによって私たちに平安をもたらしと書いてあります。そのとおりになったということが聖餐です。イエス様がその体が引き裂かれることによって、私にある苦しみと滅びののろいは永遠になくなってしまいました。イエス様が血を流されたことによって自分ではどうにもならない、自分の罪、罪による地獄の力、さばき、のろいの運命などは永遠に清められた。イエス様が血を流されたのは自分のためなのだ。これが聖餐です。

だから、厳しい現実があり、弱い自分自身があるのにもかかわらず、また予想だにしていない環境の変化などがあって、一瞬、とまどうようなことがたくさんあるのにもかかわらず、聖餐の意味は、まとめて申し上げます。すべてを排除してイエス様の十字架と復活を基礎にします。それを基礎にしないと自分を見失ってしまいます。現実に惑わされて、弱い自分自身に惑わされて、無視する周りに惑わされて、周りの人と比較することによって、古い傷によって、過去のいろいろな記憶などによって振り回されて、それらを基礎にすると絶対に勝利できません。だから、そういうことは全部無視してイエス様の十字架と復活をこれからは人生の基礎にします。これが聖餐です。そうしなさいということが聖餐式です。そうすることによって自分を見失わないのです。そうすると、自分はどんな人間であろうが、どんな状況に置かれていようが、このすばらしい救いの祝福の主人公です。私は救われたものです。すべての問題は終わったのです。ですから、聖餐式の最後の告白は、自分は幸せなもの、祝福の存在だということを宣言することなのです。聖餐式をして涙ばかり流して、この宣言、喜び、この堂々たる宣言と自信がなければ正しい聖餐式ではありません。カトリックではこれを全部邪魔してしまいました。イエス様の映画を作っても、十字架で苦しめられることばかりをクローズアップして、復活のイエス様は見せません。それで弱々しいイエス様を見せて、マリヤによって助けられるイエス様しか見せないのです。誰のしわざなのでしょうか。聖餐はそういう意味ではありません。そのように流れてきたので、逆に教会では聖餐に対して警戒感を持っているところもあります。そういうものだと思っていて。聖餐の最後の自分の告白です。私は刑務所の中にいても、死の影の谷を歩いていても、病気を抱えていても、弱さをそのまま持っていても、私はイエス様の十字架と復活を基礎にして、私は幸いな者です。私は祝福されているものです。私は幸せな者です。皆さん、ぜひ幸せをキリスト、イエス、救いの中から見つけるようにしない限りは、人生のさまよいは終わりません。目は開かれないのです。本当に見るべきものが見えてこないのです。ずっと荒野をグルグル回る状態になってしまいます。どのように幸せな祝福の人間でしょうか。
もう一度言います。どんな現実があろうがすべての問題は終わった。これが聖餐の意味です。自分はそういう存在だ。なぜなら、イエス様の十字架と復活が基礎であれば、ガラテヤ2：20にあるように、私は十字架とともに死んだ。問題のために悩み、問題のために心配するしかない自分は、十字架とともに死んだ。今はキリストが生きているものだ。ローマ8：2、死と罪の原理から永遠に解放されて、Ⅱコリント5：17、問題に悩むしかない古いものは過ぎ去り、すべてが新しく作り変えられた。先ほども申し上げましたように、ヨハネ19：30、すべてを完了したと一点たりとも残したことがありません。私たちの外見、現実の厳しさ、過去の悪ふざけなどと一切関係なく、私のすべての問題は終わったのです。それと同時に、イエス様の十字架の復活が人生の基礎であるので、聖餐の意味は、私はすでに神様のすべての祝福をいただいているものなのだ。これが聖餐です。だから、私は幸いです。Ⅰコリント3：16、神ご自身が私の内側に宿っていらっしゃいます。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。これで十分ではないでしょうか。だから、私たちは神様をいつでも「アバ、父」と呼ぶことができる。受け入れた人々、すなわちその名を信じた者には神の子どもになる特権が与えられる、この身分が与えられているのです。刑務所の中にいても、死の影の谷を歩いていても奪われることのない天にある霊的なすべての祝福をすでにいただいている者です。なぜなら、聖餐がそういう意味なのです。ピリピ3：20、天国にまだ行っていないのに、天の御国の国籍がすでに与えられているものなのです。つまり、天国をすでに所有しているもの、キリスト、イエスの中に、すべての知恵、知識の宝が全部隠されている、足りないものはありません。不十分ではありません。十分にすべての祝福をいただいているものです。そして、この祝福は、変わることなく衰えることなく永遠なるものです。これが聖餐の意味です。ヨハネ14：16-17、もう一人の助け主、聖霊があなたがたに来られるときにいつまでもあなたがたとともにおられるために。イエス様が最後におっしゃいました。世の終わりまでいつもあなたがたとともにいる。ヨハネ10：28-29、この父の手から誰も私たちを奪い取ることはできない。ローマ8：39、どんな被造物、天使、悪魔、どんなものでもキリスト、イエスのうちにある神の愛から私たちを切り離すことができない。永遠なるものです。心配無用です。これが聖餐式の意味です。だから、私は、今までどおりに世の中の目標、肉体的ないろいろな野望、心配悩みなどに引っかかる必要がないものなのです。これが聖餐式です。感謝なことに旧約の時にはまだ聖餐式ではありません。過越しの祭りを年一回、そして、私たちは毎秒、毎瞬間、自分でやろうと思えばいつでもできるのです。それを皆で覚えるためにやるのが聖餐式なのです。だから、聖餐の告白は、この意味をまとめたものであり、皆さんはいつも十字架と復活を思い描きながら、杯とパンなどをいつも意識しながらこの意味を考えて、聖餐の告白に預かったときに、厳しいことがあるでしょう。子どもが親の言うことを聞かない。親の思いどおりにいかない。旦那さんも家庭の問題も自分の健康も厳しいときでも、それに振り回されずにイエス様の聖餐のことを思い出して、個人個人聖餐式に預かるようにしてください。実際、杯がなくてもそれを思い浮かべてイエス様の十字架と復活を基礎だ、救いは完璧な救いだ。もう私のものだ。だから、私は幸いなのだ。もう問題はない。この祝福は奪われない。変わらない。永遠なるものだ。それでこの聖餐の告白を通して、ただ形式的にやるのではなくて、自分の人生の基礎はいったい何なのか。今現在何を基礎に置いているのかということを点検してみていただきたいと思います。それでもしイエス様の十字架と復活でなければ、どんなにすばらしいもの、事実、立派なものであっても全部取り除いてください。それは現実に勝てません。悪魔に勝てません。逆に遊ばれるようになります。どんなに素敵なものでも。イエス様の十字架と復活を基礎にしてください。多くの人が自分の作ったルールを基礎にする場合があります。人を見るときにもそのルールで見てしまうのです。イエス様の十字架と復活を基礎にしてください。今なぜ家族の誰かが、周りの人々が気に入らないことに走っているのでしょうか。それが悪い良いという問題ではありません。キリストを知らないから迷っているのではないでしょうか。祈ってあげるべきでしょう。かわいそうではないでしょうか。怒ることではありません。そういう目で見ないといけません。自分のことも同じです。
そして、いつでも自分自身は幸いな者、祝福の存在、幸せな人間だと大胆に宣言するのに引っかかるものは何なのでしょうか。皆さんの内側にあるそういうものをしっかりとチェックして全部を捨ててください。そういうものは存在しません。イエスの十字架と復活によって私たちは幸いな者なのです。それでイエス様が、弟子たちが気にしていたいろいろなことに対して一言で一蹴されました。それは、あなたがたは知らなくていいです。言葉を変えますと、イエス様の十字架と復活があなたがたの人生でしょう。そういう存在でしょう。あなたがたは幸いな者でしょうということを裏返しておっしゃっていることです。聖餐の意味を覚えて、どんなことがあってもそれは私は知らなくてもいい。今まで気にしていたものは何でしょうか。知らなくてもいい。それは例えば風邪を引いたのに、常識的に薬を飲むということを否定するつもりはありません。しかし、自分が幸いな者であるということを隠してしまうことがあれば、いつでもそれは私は知らなくてもいい。死の影の谷を歩いていても、それは私は知らなくてもいい。弱さをいっぱい抱えていても、それは私は知らなくてもいい。私は幸いな者なのだ。ひっかかるものなど存在しない。イエスは自分のために血を流されて体を引き裂かれたのではないのか。だから、私は幸いな者だ。家族のいろいろなトラブル、私は知らなくてもいい。それで私は幸せ、不幸を行き来するような存在ではもうすでにない。私は幸いだ。これが自分です。自分を見失わないようにしてください。それが聖餐の意味です。今も主が私たちを守っていらっしゃいます。しかし、ロボットみたいではなく、私たちにこの恵みが与えられて皆さんひとりひとりが自分の意志で自分自身を見失わないように。その方法はイエス・キリストの十字架と復活の前に立つことしかありません。そのために聖餐が許されているのです。大事にしていつでもどんなときでも、それは私は知らなくてもいい。裏返しますと、私は幸いな者だ。足を救われるようなことは存在しません。何ものにも引っかからない、気にしない。だから、テーマは違うものに変わる。それが来週のメッセージになりますが、聖餐式はこれで終わりではありません。なぜこれが必要なのでしょうか。クリスチャンの勝利は、結局、勝利できない理由は、何かに引っかかっているのです。なぜでしょうか。引っかかるものがあるからではありません。イエス様の十字架と復活が基礎になっていないからです。だから、自分を見失っているからです。ぜひ尊いキリストの血潮によって買い取られ救われた皆さんですから、その自分を愛して自分を十分に見失わないように楽しんで味わうことができる勝利者になっていただきたいと思います。
 (祈り)

恵み深い天の父なる神様。主の恵みを心から感謝いたします。私たちは神様の恵みと救いを知らないときに入り込んでいる様々な法則にいまだに振り回されて、イエス様の十字架と復活を基礎にして聖餐の祝福を存分に味わうことが邪魔されています。今日のメッセージを握って自分を見失わない最高の鍵として、武器として聖餐を味わうこと、楽しむことができるように。それで何ものにも引っかからず自分は幸いな者、祝福された者と大胆に宣言できる勝利者となるように、兄弟姉妹ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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